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▶７０年ぶりに公用文作成の基準が見直され、 
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■分かりやすく正確な公用文を書くために■ 改訂版絶
賛
発
売
中 

改訂に当たって ( 抜粋 )
 昭和 26 年に国語審議会が建議した「公用文作成の要領」が 70 年ぶりに見直され、令和

4 年 1 月に文化審議会国語分科会から新しく「公用文作成の考え方」が建議されました。

本書は、この新しい建議に基づいて旧版の見直しを行い、内容の一部を改訂したものです。  

 今回の建議のポイントは、読み手への配慮に基づき、原則と異なる書き方も許容している

ことです。 

 公用文を「法令」のほか、「告示・通知等」「記録・公開資料等」「解説・広報」に分類し、

特に、「解説・広報」では、漢字の使用や送り仮名の付け方において、広く一般に認知され

ている表記に沿った特例が認められました。 

 今回の建議による見直しの骨子は、次に示すとおりです。 

１．公用文の分類と国民に対し直接に向けた文書の平易化 

  公用文書の範囲・分類を明確にする。また、その分類に対応した文書作成の考え方を示

す（法令を除く。）。 

 （１）告知・通知等は、法令に準ずる場合は正確さを重視し、従来どおり法令と一致した

表記を用い、公用文の作成の原則に従う。 

 （２）国民に対し直接に向けた解説・広報では、読み手に合わせた平易な表記をすること。 

２．社会状況及び日本語の変化への対応 

 （１）社会一般における伝達方法の変化や読み手の多様化に対応する。 

 （２）現在の公用文表記の実態及び社会一般における日本語表記の変化を反映する。 

 本改訂版では、現行「公用文作成の原則」を基本としつつ、新しい「公用文作成の考え方」

で示された内容を反映するため、必要と思われる部分の加筆・修正を行いました。 



序章　公用文の書き方――基本中の基本は何だろうか
　１　文字や言葉の用い方への配慮
　２　簡潔な表現の工夫
　３　論理的な構成の仕方
　４　適法かつ適切な内容
　５　決められた書式の遵守　
第１章　公用文の表記の基準――国と地方公共団体の基準
　１　公用文には独自の表記の基準がある
　２　「国が定めた表記の基準」の性格
　３　表記の基準の必要性
第２章　文体――その使い分けと注意点
　１　常体と敬体
　２　口語体と文語体
　３　その他注意すべき文体・表現
第３章　文法遵守の論理的な構文（文の組立て）
　１　主語と述語は一致しているか
　２　必要な主語を落としていないか
　３　その他の文法上の問題点
第４章　語句の接続――接続詞のルール　
　１　確定的接続の基本原則
　２　２段階以上の階層を成す確定的接続
　３　非確定的接続の原則
　４　接続詞の「たすきがけの用法」
第５章　漢字使用の原則
　１　漢字使用の原則――「常用漢字表による」とは
　２　品詞によって「漢字で書くもの」・「仮名で書くもの」の原則
　３　固有名詞・専門用語・特殊用語は例外である
　４　書換え・言い換えの工夫
　５　政策的な書換え

　６　同じ常用漢字の「附」と「付」の使い分け
　７　意味によって使い分ける「同じ音訓の常用漢字」
第６章　送り仮名の原則
　１　送り仮名の原則――「送り仮名の付け方」（内閣告示）による
　２　「単独の語」の送り仮名の付け方
　３　「複合の語」の送り仮名の付け方
　４　送り仮名の有無で意味が異なってくる語がある
　５　その他送り仮名に注意すべき用語
第７章　仮名遣いの原則
　１　仮名遣いの原則――「現代仮名遣い」（内閣告示）による
　２　片仮名の用い方――「外来語の表記」（内閣告示）による
第８章　数字の表記
　１　左横書きの公用文ではアラビア数字を用いる
　２　小数・分数の書き方
　３　日付・時刻・期間の書き方
　４　左横書きの公用文でも漢数字を用いる場合がある
第９章　句読点の付け方の原則
　１　句点の付け方の原則
　２　読点の付け方の原則
第１０章　その他注意すべき事項
　１　繰り返し符号その他の符号の用い方
　２　敬語の用い方
　３　敬称の用い方　
資　料　編
　１　公用文作成の考え方 ( 令和 4年 1月 7日文化審議会建議 )
　２　公用文における漢字使用等について
　３　法令における漢字使用等について
　４　常用漢字表
　　・本表（原文どおり）／・付表（原文どおり）
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序章　公用文の書き方――基本中の基本は何だろうか
新文風運動／言葉の行革／「誰にでも分かりやすい」の「誰にでも」
／行政機関の言葉遣いの原則／権威主義的で命令的な感じのする言
葉／文語調や漢語調の言葉／曖昧な表現や分かりにくい言葉／差別
用語と不快用語の意味／障害・病気に関する差別・不快用語／性別
に関する差別・不快用語／職業に関する差別・不快用語／人の出生
に関する差別・不快用語／外国人・外国に関する差別・不快用語／
一般社会における差別・不快用語／学校関係の不快用語／漢字の不
快な意味の書換え／「外来語」言い換え提案（国立国語研究所）／
略称の書き方／定義の書き方／「１文１事の原則」／「文」と「文章」
の意味の違い／「中止法」とは／適切な段落／見出し・見出し番号（項
目番号）／配字の仕方／箇条書・表の活用／正しい句読点の付け方
／論理的な構成の種類／ 3段論法／「起承転結」／「結承転堤」／
「結・承」で構成された公用文の例文／挨拶文／予告用の副詞／起案
者のチェックポイント／「5W1Hの原則」と「5W2Hの原則」／往
復文書の書式／文書番号／発信日付／受信者名／発信者名（施行者
名義）／件名／本文／追伸／同封／以上／担当者名　　
第１章　公用文の表記の基準――国と地方公共団体の基準

公用文の表記の基準／「国が定めた表記の基準」の性格／内閣告示・
内閣訓令／表記の基準の必要性
第２章　文体――その使い分けと注意点　

常体の「である」体と敬体の「ます」体／「です」体と「でござい
ます」体／助動詞「です」と「ます」の意味と活用の違い／「文体

は文末で統一する」／「箇条書は常体で書く」／敬語の意味／尊敬
語／謙譲語／丁寧語／「口語体」と「文語体」の違い／注意すべき
文語体の表現／文語体の「べき」の意味と用法／文語体の「あり・なし・
同じ」の用法／文語体の「同じ」と口語体の「同じだ」の特殊な活
用形／「から」と「より」は使い分けよ／「……すべく」は厳禁で
ある／「……したく」も厳禁である／「……にて」は「……で」又
は「……において」に言い換えよ／「から」と書いたら「まで」で
締めよ／「たり」と書いたら「たり」と続けよ／理由を表す「ので」
と「から」はどちらを使うのか／「……については」と「……にあっ
ては」はどう使い分けるのか／「場合」と「とき」はどう使い分け
るのか／「時」と「とき」の意味の違い
第３章　文法遵守の論理的な構文（文の組立て）

主語と述語の文法学上の意味／主語を明確にしないことが許される
場合／話の題目を示す助詞「は」を用いた場合の主語／必要な主語
の欠落／どういう主語が適当なのか／中止法を重ねて用いると意味
が曖昧になる／何と何が並列の関係にあるのかが不明確な場合があ
る／「及び・並びに」、「又は・若しくは」では異なる品詞をつなげ
ない／受け身形はなるべく用いない／必要な述語を省略しない　
第４章　語句の接続――接続詞のルール

確定的接続と非確定的接続の意味／併合的接続と選択的接続の意味
／「小若し」と「大若し」／面倒な接続詞を用いない工夫はないか
／「いずれか」、「いずれも」の活用／箇条書の活用／列挙した語句
を「等」でくくる場合の原則／列挙した語句を「その他」又は「そ
の他の」でくくる場合の原則／「その他」と「その他の」の用い方
の違い／接続詞の「たすきがけの用法」とは／（以下、略）


